
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
。
炎
暑
が
続
く
な

か
で
も
朝
夕
に
秋
の

気
配
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
政

界
で
は
、
自
民
と
民
主
両
党
が
総

選
挙
に
向
け
て
、
政
権
を
め
ざ
し

国
民
不
在
の
党
内
闘
争
に
血
道
を

あ
げ
て
い
ま
す
▼
自
民
党
・
総
裁

選
の
５
人
の
候
補
者
の
政
策
は
大

同
小
異
で
、
憲
法
改
悪
で
一
致
し

て
い
ま
す
。
河
野
洋
平
元
総
裁
は

「
か
つ
て
の
党
は
改
憲
も
護
憲
も

あ
っ
た
幅
広
い
保
守
党
、
今
で
は

右
翼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
嘆

き
ま
す
▼
分
裂
・
離
党
が
相
次
ぐ

民
主
党
代
表
選
で
は
、
「
自
民
党

野
田
派
」
と
ま
で
決
め
つ
け
ら
れ
、

参
院
で
問
責
決
議
さ
れ
た
野
田
首

相
が
再
選
さ
れ
て
い
ま
す
。
泥
舟

の
よ
う
に
沈
没
す
る
の
も
時
間
の

問
題
で
し
ょ
う
▼
マ
ス
コ
ミ
が
持

ち
上
げ
る
橋
下
「
日
本
維
新
の
会
」

は
、
靖
国
派
の
安
倍
元
首
相
や
石

原
都
知
事
と
連
携
し
、
自
民
、
民

主
、
み
ん
な
の
党
か
ら
の
脱
党
議

員
を
取
り
込
み
「
選
挙
に
勝
て
ば

な
ん
で
も
で
き
る
」
と
、
国
の
形

を
変
え
、
地
方
自
治
を
破
壊
す
る

強
権
的
統
治
政
権
を
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
内
憂
外
患
の
危
機

に
乗
じ
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
は
、

切
実
な
歴
史
の
教
訓
で
す
▼
諸
政

党
の
中
で
唯
一
、
安
保
に
縛
ら
れ

ア
メ
リ
カ
・
財
界
の
言
い
な
り
の

政
治
か
ら
の
転
換
を
掲
げ
る
日
本

共
産
党
は
、
被
災
者
支
援
を
は
じ

め
、
増
税
、
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
オ

ス
プ
レ
イ
な
ど
で
草
の
根
の
力
を

集
め
た
一
点
共
闘
の
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
党
を
強
く
大
き
く

し
て
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
か
え
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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川
村

書
記
長

は
一
年
間

を
振
り
返

り
「
組
合
加
入

は
主
と
し

て
労
働
相
談
で

加
盟
し
て

い
る
」
と
そ
の

特
徴
を
報
告
し
ま
し
た
。

組
合
へ

の
加
入
は
、
労

働
相
談
を

通
し
て
の
加
入

が
多
く
、

今
期
は
新
木
場

と
東
陽
町
で
配
布
し
た
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

（
リ
ー
フ
）
を

見
て

の
加
入
者
も

い
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

相

談
内
容
も
、

再
雇
用

条
件

を
め
ぐ
る
不

利
益
な

取
扱

い
、
解
雇
予

告
手
当

未
払

い
、
組
合
員

で
あ
る

こ
と

を
理
由
に
再

雇
用
の

賃
金

の
切
り
下
げ

、
退
職

強
要

な
ど
悪
質
な

事
例
が

増

え
て
い
る

こ
と
が

紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

労

働
相
談
と
労

働
者
の

利
益

を
守
る
た
た

か
い
で

組
合

員
を
１
１
０

名
ま
で

拡
大
組
織
し
て
き
た
。

ま

た
、
三
つ
の

職
場
で

複
数

の
組
合
員
が

組
織
さ

れ
分

会
が
結
成
さ

れ
ま
し

た
。執

行
委
員
長
に

新
た
に

小
倉

一
男
氏
を
選

出
、
書

記
長

は
、
川
村
好

正
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
20
日
か
ら
区
議
会
定
例

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
は
、
民
主
党
政
権

と
自
・
公
の
３
党
合
意
で
、
消

費
税
増
税
と
一
体
に
保
育
や
障

害
者
、
年
金
、
医
療
、
介
護
な

ど
の
社
会
保
障
を
根
本
か
ら
変

え
る
法
律
が
成
立
し
た
後
だ
け

に
、
共
産
党
区
議
団
は
「
区
民

生
活
を
守
る
た
め
に
、
自
治
体

の
長
と
し
て
政
府
に
も
の
を
言

え
」
と
区
長
の
姿
勢
を
質
す
本

会
議
質
問
を
多
く
行
い
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
問
題
で
は
、
法

律
が
成
立
し
た
後
に
も
「
増
税

の
実
施
中
止
」
を
求
め
る
世
論

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
。
「
社

会
保
障
の
た
め
」
と
い
う
の
は

国
民
を
欺
く
口
実
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
「
増
税
実
施
の
中
止
」

と
、
「
消
費
税
に
頼
ら
な
い
財

源
確
保
を
政
府
に
求
め
よ
」
と

迫
り
ま
し
た
。

区
長
は
「
は
じ
め
て
導
入
さ

れ
た
時
の
世
論
と
比
べ
る
と
反

対
の
声
は
は
る
か
に
小
さ
い
」

と
居
直
り
、
「
社
会
保
障
の
財

源
」
「
財
政
健
全
化
に
不
可
欠
」

「
中
止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
」

と
容
認
の
発
言
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。

一
緒
に
成
立
し
た
「
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
法
」
に
つ
い

て
は
、
憲
法

25
条
に
よ
る
生
存

権
の
保
障
を
否
定
し
、
国
の
社

会
保
障
の
増
進
義
務
を
投
げ
捨

て
る
「
社
会
保
障
解
体
宣
言
」

と
言
う
べ
き
も
の
で
、
こ
の
指

摘
に
つ
い
て
も
、
区
長
は
「
持

続
可
能
な
社
会
保
障
の
確
立
の

た
め

必
要
不

可
欠

」
で
あ

り

「
撤
回
を
求
め
る
考
え
は
な
い
」

と
い
ず
れ
も
区
民
生
活
へ
の
大

変
な
影
響
を
省
み
な
い
答
弁
に

終
始
し
て
い
ま
す
。

保
育
関
係
者
か
ら
強
い
反
対

運
動
が
続
い
て
い
る
「
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
強
行

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

同
じ
く
３
党
合
意
で
可
決
し

た
こ
の
法
律
で
は
、
保
育
に
対

す
る
国
と
自
治
体
の
責
任
が
後

退
し
、
親
の
自
己
責
任
で
保
育

所
を
選
び
保
育
料
負
担
も
増
え

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

株
式
会
社
の
参
入
も
拡
大
さ
れ
、

小
規
模
保
育
所
も
「
保
育
所
」

と
な
り
「
保
育
の
質
の
確
保
」

も
困
難
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
築
き
上
げ
て
き
た
公
的
保
育

を
中
心
と
し
た
保
育
制
度
を
大

き
く
変
え
る
も
の
と
し
て
、
実

施
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。「

実
施
の
中
止
・
撤
回
を
求

め
よ
」
と
の
質
問
に
対
し
、
区

は
「
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
」
「
応
能
・
応

益
負
担
で
質
の
高
い
保
育
が
で

き
る
」
「
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、

現
段
階
で
中
止
を
求
め
る
こ
と

は
し
な
い
」
「
国
の
動
向
を
見

守
る
」
と
消
極
的
な
答
弁
で
す
。

「
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

自
治
体
の
長
と
し
て
政
府
に
も
の
を
言
え

９

月

15
日

、

全

労

連

地

域

労

組

こ

う

と

う

第

四

回

定

期

大

会

が

森

下

文

化

セ

ン

タ

ー

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

地

域

労

組

こ

う

と

う

が

、

地

域

に

根

差

し

た

個

人

加

盟

の

労

働

組

合

と

し

て

結

成

さ

れ

４

年

目

を

迎

え

、

組

合

員

数

は

、

１

１

０

名

を

超

え

、

三

つ

の

職

場

に

分

会

が

誕

生

す

る

な

ど

発

展

し

て

き

て

い

ま

す

。

こ

の

行
動

に

は
、

区

内
の

民

主

団

体
や

労

働
組

合

な
ど

14
団
体

53
名

が
参

加
し

ま
し

た
。事

前
に

「

憲
法

改

悪

に
反

対

し

、
憲

法

９
条

を

守

り
、

平

和

の
た

め

に
生

か

す

こ
と

を

求

め
る

署

名
」

と

「

ア
ス

ベ

ス

ト
被

害

の
全

面

救

済
と

根

絶

を
求

め

て
公

正

判

決
要

請

署

名
」

の

２
つ

の

用

紙
を

届

け

、
当

日

訪
問

し

な

が
ら

回

収

す
る

行

動
を

行

い

ま
し

た
。ド

ア
に

署

名
を

貼

り

出
し

て

く

れ
た

り

、
そ

の

場

で
署

名

し

て
く

れ

る
な

ど

で

、
憲

法

署

名
は

、

５
４

６

筆

、
ア

ス

ベ

ス
ト

署

名
は

、

４

８
０

筆
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

全労連地域労組こうとう第４回定期大会

一人ぼっちの労働者をなくそう！
組合員１１０名を突破、新たに３分会が誕生

区
民
要
求
実
現
江
東
大
運
動
実
行
委
員
会

『
憲
法
９
条
を
守
る
団
地
署
名
行
動
パ
ー
ト
５
』

「
ド
ア
に
署
名
用
紙
が
…
」

東
砂
２
丁
目
都
営
住
宅
で

写真上段：新しい執行部役員を紹介
下段：大会後の交流会

区

民

要

求

実

現

江

東

大

運

動

実

行

委

員

会

は

、

９

月

９

日

（

日

）

、

「

憲

法

９

条

を

守

る

団

地

署

名

行

動

パ

ー

ト

５

」

を

東

砂

２

丁

目

都

営

住

宅

で

行

い

ま

し

た

。

消
費
税
増
税
の
中
止
を

求
め
よ

生
存
権
保
障
の
否
定
を

許
す
な

公
的
保
育
制
度
を
守
れ



亀
戸
事
件
は
、
１
９
２
３
年
９

月
１
日
、
関
東
大
震
災
が
起
き
る

中
で
、
当
局
が
デ
マ
を
流
し
、
朝

鮮
人
や
社
会
主
義
者
が
暴
動
を
た

く
ら
ん
で
い
る
と
、
朝
鮮
人
を
追

い
立
て
殺
害
。
さ
ら
に
被
災
者
救

援
の
た
め
活
動
中
だ
っ
た
川
合
義

虎
（
共
青
初
代
委
員
長
）
ら
10
人

を
不
当
逮
捕
し
亀
戸
署
に
留
置
。

そ
の
後
、
軍
隊
に
よ
っ
て
虐
殺
さ

れ
た
も
の
で
す
。

東
ひ
ろ
た
か
追
悼
会
実
行
委
員

長
が
「
大
震
災
の
混
乱
に
乗
じ
て

共
産
党
と
労
働
組
合
を
破
壊
す
る

た
め
に
、
活
動
家
を
逮
捕
し
、
虐

殺
す
る
と
い
う
国
家
権
力
に
よ
る

犯
罪
で
、
何
年
た
っ
て
も
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
国
に
よ
る
真

相
解
明
と
責
任
を
追
及
す
る
」
と

挨
拶
。

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
は
「
野
田

内
閣
の
暴
走
と
、
民
主
・
自
民
・

公
明
の
『
談
合
政
治
』
に
よ
る
消

費
税
大
増
税
と
社
会
保
障
を
解
体

す
る
悪
法
に
、
国
民
の
怒
り
の
渦

が
広
が
っ
て
い
る
。
政
治
革
新
の

た
め
に
、
総
選
挙
・
参
院
選
、
都

議
選
で
の
日
本
共
産
党
の
躍
進
で

政
治
を
変
え
る
」
と
決
意
を
表
明
。

林
竜
二
郎
民
青
同
盟
副
委
員
長

は
、
「
川
合
義
虎
・
共
青
初
代
委

員
長
は
『
青
年
が
動
く
と
き
勝
利

の
光
あ
り
』
『
未
来
は
青
年
の
も

の
』
と
言
っ
て
い
た
。
先
輩
方
の

意
志
を
引
き
継
ぎ
、
希
望
あ
る
社

会
を
自
ら
の
運
動
で
勝
ち
取
る
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

治
安
維
持
・
国
家
賠
償
同
盟
、

山
崎
元
東
京
本
部
長
は
「
改
め
て

亀
戸
事
件
の
蛮
行
は
、
亀
戸
警
察

と
結
託
し
た
習
志
野
連
隊
に
よ
る

20
回
目
を
迎
え
た
「
う
た
ご
え

交
流
会
」
が
９
月
１
日
、
教
育
セ

ン
タ
ー
で
２
０
０
名
を
超
え
る
参

加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
柳
浩
二
実
行
委
員
長
は
「
政

治
は
ひ
ど
い
状
況
に
あ
る
が
、
み

ん
な
で
楽
し
み
、
被
災
地
の
復
興

を
願
い
明
る
い
未
来
を
切
り
開
く

第
一
歩
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
。

職
場
、
地
域
、
女
性
、
年
金
者
、

障
害
者
な
ど
13
団
体
が
参
加
し
、

日
頃
の
練
習
を
重
ね
た
歌
声
を
中

心
に
、
ダ
ン
ス
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
、
コ
カ
リ
ナ
、
そ
し
て
野
田
政

治
へ
の
風
刺
が
き
い
た
オ
ッ
ペ
ケ

ペ
節
に
は
、
拍
手
喝
さ
い
が
お
き

る
な
ど
、
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
で
７
回
目
と
な
る
日
本
共

産
党
青
年
後
援
会
と
ハ
ピ
ー
ラ
イ

フ
を
つ
く
る
愛
と
平
和
の
青
年
よ

せ
鍋
隊
共
催
の
青
年
学
習
合
宿
。

９
月
１
日
か
ら
２
日
、
栃
木
県
佐

野
市
の
あ
き
や
ま
学
寮
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
は
学
習
と
交
流
が
目

的
で
す
。
学
習
で
は
初
日
は
『
空

想
か
ら
科
学
へ
』
を
足
が
か
り
に

し
な
が
ら
現
代
の
貧
困
を
学
び
、

２
日
目
は
橋
下
『
維
新
の
会
』
の

問
題
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

交
流
で
は
、
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を

し
た
り
、
夜
通
し
の
語
り
合
い
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち

が
多
い
の
も
、
こ
の
合
宿
の
特
徴

で
す
。
１
回
目
の
時
に
は
、
赤
ん

坊
だ
っ
た
子
も
、
今
で
は
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
う
年
に
。

普
段
、
自
然
の
中
で
過
ご
す
こ

と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
川
で
泳
い
だ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
と
す
ご
す
、
貴
重
な
体
験
の

場
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

（
山
本
真
さ
ん
の
寄
稿
）

こ う と う 民 報 ２０１２年 ９月号 №９５ －２－

青
年
学
習
合
宿

学
び
と
交
流
で
楽
し
く
未
来
へ
！

深川の隅田川沿いは大部分が町屋や武家屋

敷になり、農業の中心は「十万坪」で特産は

摘み菜です。信州野沢から移ってきた勘右衛

門が蔬菜の種を蒔いて芽のうちに摘みとり、

蕎麦屋で喜ばれて大量に生産したといいます。

亀戸、大島は水田が中心でしたが、水神森

附近での亀戸大根が名産品となり、今でも亀

戸の一つのシンボルになっています。

野菜栽培の中心は砂村です。海に近く土地

がアルカリ性で水田に適していなかったので、

大部分は畑でした。1660年代、中田新田（東

砂）の松本久四郎（因速寺に墓）が野菜の促

成栽培を考案、3月中旬に茄子胡瓜、いんげ

ん豆を将軍家に献上して評判となりました。

彼は日本橋の魚市場から出る「江戸ごみ」

（魚のあらや切り落とし）を用い、温床を油

紙で覆い炭火を利用して他より早い季節に

「はつもの」として市場に出しました。砂村

は日本における温床栽培の発祥地です。

砂村の名産として、西瓜、南瓜、小松菜、

ほうれん草、ねぎなどの他に、将軍吉宗の命

により琉球の砂糖黍（きび）も栽培しました。

これらの砂村野菜は当時の狂歌や川柳にう

たいこまれています。

～砂村はかっぱで暮の尻をふき～

砂村では胡瓜を売って大晦日の借金を払った

と伝えています。

～初茄子をどぶへぶっこむあずまっ子～

茄子の漬物は江戸市民に珍重されました。

主な肥料は人糞でした。多くの肥船で川を

通って運ばれていました。

～肥船や白帆つらねて麦の秋～（川端茅舎）

(注）マルクスは資本論の中で、日本などの

農業での「排せつ物の利用」について「日本

で見られるような園芸的に営まれる農業でも、

確かにこの種の節約が行われている」と述べ

ています。（資本論第３巻第５章「不変資本

充用上の節約」）

概説

(14）

行
事
日
程

○
10
月
1
日
（
月
）
19
時
〜

社
保
協
学
校
「
脱
原
発
と
い
う

生
き
方
を
語
る
！
」
講
演
・
山

本
太
郎

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
・

レ
ク
ホ
ー
ル
（
主
催
・
江
東
社

会
保
障
推
進
協
議
会
）

○
10
月
22
日
（
月
）
18
時
半
〜

「
大
阪
・
橋
下
『
維
新
の
会
』

と
は
？
」
講
演
・
小
森
陽
一

テ
ィ
ア
ラ
江
東
・
大
会
議
室

（
共
催
・
江
東
革
新
懇
主
催
・

大
運
動
実
行
委
員
会
）

○
10
月
27
日
（
土
）
12
時
半
〜

「
区
画
整
理
・
都
市
再
開
発
対

策

全
国
研
究
集
会
」

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
主
催
・

Ｎ
Ｐ
О
法
人
区
画
整
理
・
再
開

発
対
策
全
国
連
絡
会
議
）

９
月
２
日
、
亀
戸
事
件
89
周
年

追
悼
会
が
赤
門
浄
心
寺
で
開
か
れ
、

団
体
や
個
人
70
余
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

亀戸事件 89周年追悼会「野菜の栽培」

第
20
回

う
た
ご
え
交
流
会

明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
第
一
歩
を
！

権
力
犯
罪
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起

し
た
い
。
今
日
的
な
意
義
を
確
認

し
、
志
を
つ
い
で
、
憲
法
を
守
り

抜
き
、
非
核
・
平
和
の
世
界
と
民

主
日
本
の
実
現
に
向
か
っ
て
全
力

を
尽
く
す
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

式
亭
三
馬
「
浮
世
風
呂
」
の
挿
絵

挨拶をするあぜ上三和子都議




